
令和 倍 表

適 用 地域

立業振別地域内の農用地区域

ー 1 4 4 

2 日記以外の地域

上記以外の地域

1 奥間

(1) 山林（原野）又は別荘宅地の固定罰 40 I 6.5 
産税評価額が 1吋当たり 18円を

える地域（※固定資産税評価額が 1

り275円以上のものにつし
てはその評価額を 27 5円と
て右の倍率を滴用する0)

(2) 上記以外の地域

2 上記以外の地域

(1) 

いI今井

（2)上記以外の地域

戎業振槌地域内の農用地区域

ー

1 4 4号線沿

1 4 4号線沿

2 上記以外の地域

ヒ記以外の地域

ー 144号線沿

おI大笹

2 上記以外の地域

衰業振巽地域内の農用地区域

1 同道 144号線沿

2 上記以外の地域

上記以外の地域

1 三本松、人原、南木尻

30 I 1. 1 I純 4.0飩 8.9飩 6.l髄 5.6 

30 I 1. 1 I中 :`:l. 8|中 l訓中 7.9仲 7. 9 

30 I L 1 I純 2.7飩 8.9飩 6.1飩 5.6 
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中 6.5仲 6.5
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30 I 1. 1 I中 4.5仲，． 0|中 6.41中 5.2 

30 7. 1飩 5.0飩 3.9 

(l)ニイガタサンハウス分譲地

山林（原野）又は別荘宅地の固叫 40 I 6. 2 
資産税評価額が 1玉当たり 18円

を超える地域（※園定資産税評{i

額が 1I廿当たり 21 9円以上のも

のについてはその評価額を 2l 9 

円とみなして右の倍率を適用する

一l叶!6. 21111 6. 2 



令和 倍

適 用 地域

表 2頁

(2) 

山林（原野）又は別荘宅地の固tE110 I 7.1 
資産税評価額が 1団当たり 18円

る地域（※固定資産税評

l m'当たり 31 2円以 r．のも
のについてはその評価額を31 2 
円とみなして右の倍率を適用する

。）

(3)上記以外の地域

イ 山林（原野）又は別荘宅地の園定 40 I 7. o 
1 

※ 

額が 1直当たり 26 1円以上のも

のについてはその評価額を 26 1 

円とみなして右の倍率を適用する

，） 

中 7.叶中 7. 1 

ロ 上記以外の地域

大前

2 

(1) 国道 144号線沿

(2) 上記以外の地域

衰業振罪地域内の農用地区域

1 国遥 14 4 

2 上記以外の地域

記以外の地域

1 細原

(1)大蔵屋開発分譲地（プリンスランド

） 

イ 7次地区（県道大鉦・北軽井沢甜
より南側の地域）

―＇中 7.0|中 7.0

30 I 1. 1 I純 6.8飩 9.1飩 9.4飩 9.

30 I 1. 1 I中 8. 51中 131中 l叶中 11 

30 

山林（原野）又は別荘宅地の固I110 I 7.0 
定寅産税評価額が 1nf当たり 1
8円を超える地域（※

税評価額が 1面当たり 67 7円
以上のものについてはその評

額を67 7円とみなして右の伝

ー中 7.01中 7書。



令和 倍 表 3頁

適 用 地 域

ロ 1次地区 2次地区（血

の街） 3 （森の街）のう

浅間大通り レイラン

からロ タリ での区間）

く地域、 4 （花の街）

地区（烏の街） 6次地区

）のうち

り上流の地域、

街）

山林（原野）又は別荘宅池の固 40 I 7.3 -lrj1 7. 311：ド 7.3 

定資庄税評価

8円を超える地域

税評価額が 1面当

以上のものについ

額を41 3円とみ

を適用する。）

ノ‘ 6次地 （空の街）の

坂上から高羽根沢通り

山林（原野）又は別荘宅池の固 40 I 7. 5 ー中 7.5中 7.5 

定資産税評価額が 1面当たり 1

8円 える地域（※

税評価額が 1ni当 り330円
以上のものについてはその評{1

額を 33 0円と なして右の倍

率を適用する。）

一へ 上記以外の地域

山林（原野）又は別荘宅地の固 40 I 7. 2 ー中 7.2中 7.2 

1面当 り1

8円を超える地域（※固定資i
税評価額が 1ni当たり 56 1円

以上のものについてはその評

5 6 1円とみなして右の倍

率を適用する。）

(2) 

山林（原野）又は別荘宅地の園J40 I 6. 5 ー中 6.5中 6.5 

資産税評価額が 1111当 り18円

を超える地域（※固定資産税評{i

額が 1nf当たり 31 2円以上のも

のについてはその評価額を 31 2 
円とみなして右の倍率を適用する

。）

(3)上記以外の地域



令和 倍 表

適
借肌栓

工犀蘊
％ 

イ 山林（原野）又は別荘宅地の固赳 40 I 6.6 

資産税評価額が 1五当たり 18円

える地域（※固定資韮税評

額が II廿当たり 240円以上のも

のについてはその評価額を 240

円とみなして右の倍率を適用する

用 地 域

惰

3) 

ロ 上記以外の地域

2 上記以外の地域

(1) 国迫 14 4 

(2) 上記以外の地域

30 I 1. 1 I中 8.吋中 19沖 111中 ］1 

力斗門貝

鎌肱

上記以外の地域

農業振棟地域内の農用地区域

1 国道 I4 4,.,砂 1日ヽ

浅間・白根火山ルート（打料通路）沿

2 

上記以外の地域

1 大カイシコ

30 I 1. l I純 8.5飩 13飩 9．僻危 9.

30 

40 

30 I l. 1 I純 6.l 

第一観光開発分該地

山林（原野）又は別荘宅地の固定 40 I 7. 3 
資産税評価額が 1直当たり 18円
る地域（※

額が 1五当たり 37 9円以上のも

のについてはその評価額を 37 9 

円とみなして右の倍率を適用する

。）

(2)紀州鉄悧分譲地

山林（原野）又は別荘宅地の園芍 40 I 7. 4 
資産税評価額が 1111当たり 18円
を超える地域（※固定資産税評{i

額が 1nf当たり 37 8円以上のも
のについてはその評価額を 37 8 

円とみなして右の倍率を適用する

。）

(3) 日本興業管理地区

6. 

中 7.31中 7.3

ー中 7鴫叶中 7.



令和 倍 表 5頁

％ 惰

叫鎌原 山林（原野）又は別荘宅地の固赳 40

資産税評価額が 1五当 り18円

える地域（※固定資韮税評

額が II廿当 り3I 2円以上のも

のについて の評価額を 3l 2 

円とみな る

3) 

(4)王領地地区

山林 又は別荘宅地の固J40 I 7.1 -lrj1 7. 111：ド 7.1 

資産税評価額が 1玉当たり 18円

える地域（※固定資産税評イi
額が 1nf当たり 364円以ヒトのも
のについてはその評価額を 364

円とみなして右の倍率を適用する

。)

(5) 

山林（原野）又は別荘宅地の固J10 I 8. o ー中 8.0中 8.0 

資産税評価額が 1nf当 り18円
を超える地域（※固定資産税評11

1 n1当 り27 1円以上のも
のにつし の評価額を 27 1 

円と じて右の倍率を適用する

D) 

(6)あやめヶ原地区

山林（原野）又は別荘宅地の固J40 I 7. 8 ー中 7.8中 7.8 

資充税評価額が 1rrr当 り18円
える地域（※固定資産税評｛

額が 1nf "½たり 3 0 1円以上のも
のについてはその評価額を 30 1 

円とみなして右の倍率を滴用する

。）

(7)上記以外の地域

イ 山林（原野）又は別荘宅地の固J40 I 7. 6 ー中 7.6中 7.6 

資産税評価額が 1直当たり 18円

を超える地域（※固定資産税評

額が l五当 り292円以上のも

のについてはその評価額を 29 2 

円とみなして右の倍率を適用する

。）

ロ 上記以外の地域 30 I 1. 1純 8.3飩 13飩 6．僻屯 5.1 



令和 倍 表 6頁

適 用 地域

叫鎌原 (1) 1439番地のうちの次の枝番地

1、10 6、 198~206、

209~216、219~226、
230~235、243、25 0~1 

2 5 2、272、27 6、27 7、
2 8 1、299~301、31 0、

3 1 4、31 7、33 6、33 7、

3 3 9、340、342~351、
3 5 8、360~371、4l 4、

4 2 5 

山林（原野）又は別荘宅地の固定 40 I 7霧0
資産税評価額が 1噴当たり 18円

える地域（※

額が 1団当たり 30 1日以上のも

のについてはその評価額を 30 1 

円とみなして石の倍率を滴用する

0) 

(2)上記以外の地域

イ 山林（原野）又は別荘宅地の固俎 40 I 6. 2 
資産税評価額が 1rd当たり 18円
える地域（※

額が 1rd当たり 27 1円以卜．のも
のについてはその評価額を 27 1 
円とみなして石の倍率を適用する

。）

ロ 上記以外の地域

3 

(1)東武百貨店分譲地、

軽井沢高原ビレッジ分譲地

山林（原野）又は別荘宅地の固定 40 I 3. 8 
資産税評価額が 1rd当たり 18円
を超える地域（※固定資産税評価

額が 1nf当たり 65 5円以上のも
のについてはその評価額を65 5 

円とみなして右の倍率を適用する

(2) クレソンタウン

山林（原野）又は別荘宅地の固日 40 I 6. o 
資産税評価額が 1l廿当たり 18円

を超える地域（※固定資産税評

額が lr企当たり 27 1円以上のも

のについてはその評価額を27 l 
とみなして右の

中 7る叶中 7. 0 

中 6.

30 I l. 1 I純 8.3飩 13飩 6.

6.2 

5. 0 

中 3.81中 3.8 

中 6.01中 6.0 



令和 倍 表

適 用 地域

叫鎌原

日）

イ
3
 
（
 

・北軽井沢線より南側の

地域

山林（原野）又は別荘宅地の固I40 I b. 5 
定資産税評価額が 1面当たり 1
8円を超える地域（※固定資

1 nf当たり 31 a円
以上のものについて

3 1 0円とみなして右の佑

率を適用する。）

ロ 上記以外の地域

山林（原野）又は別荘宅地の固I40 I 7. 2 
定資産税評価額が 1面当たり 1

8円を超える地域（※固定資月

税評価額が 1可当たり 27 4円

以上のものについて

2 7 4円とみなし

―，中 6.5|中 6.5

―，中 7.2|中 7.2 

(4)上記以外の地域

イ ・北軽井沢線より南側の

地域、日本興行管理地区北側の］

0 5 3番地

山林（原野）又は別荘宅地の固 40 I 5. 8 ー中 5.8中 5.8 

定資廂税評価額が 1IIf当 り1

8円 える地域（※

税評価額が 1面升だり 25 5円

以上のものについてはその評

額を25 5円と なして右の倍

率を適用する。）

ロ 上記以外の地域

（イ）山林（原野）又は別荘宅地の固 40 I 6. 3 ー中 6.3中 6.3 

定資産税評価額が 1nf当たり 1

8円を超える地域(※

税評価額が lI桁廿 り280円
以上のものについてはその評

額を28 0日と なして右の倍

を適川する。）

（口）上記以外の地域 30 I 1. 1純 8.3飩 13飩 6．僻屯 5.0 

4 



令和 倍 表 8頁

適 用 地域

叫鎌原 (1)浅間ハイランド

山林（原野）又は別荘宅地の固'.JEI40 I 7.1 

資産税評価額が I1廿当たり I8円

を超える地域（※

1 nf当たり 35 7円以上のも
のについてはその評価額を 35 7 
円とみなして右の倍率を適II]する

―，中 7.I|中 7.I 

(2)パークヒル浅間地区

山林 又は別荘宅地の固」 40I 6.9 ー中 6.9中 6.91 

資庄税評価額が 1出

（※固

額が 1ni当 り27 9円以上のも
のにつし の評価額を 27 9 

円とみなして右の倍率を適用する

?) 

(3)上記以外の地域

イ 山林（原野）又は別荘宅地の同」 40I 6. 5 ー中 6.5中 6.5

える地

額が 1

のにつし

円と

0) 

ロ 上記以外の地域 30 I l. 1純 8.3しU 13~,lU 6. 4しU5. 0 

5 

(1) 浅間・白根火山ルート（有料道路）

より東側の地域

山林（原野）又は別荘宅地の固」 40I 7. o ー中 7.0中 7.0 

資産税評価額が 1，団当 り18円

える地域（※固定資産税評

額が 1nf当たり 295円以上のも
のについてはその評価額を 29 5 

円とみなして右の倍率を適用する

，） 

(2) 日 日本興業、ニイガタサ‘

ハウス分譲地



令和 倍 表 9頁

適 用 地 域 1借訊
害I

％ 

叫鎌原 山林（原野）又は別荘宅地の固赳 40

資産税評価額が 1五当 り18円
える地域（※固定資韮税評

額が II廿当 り45 1円以上のも
のについて の評価額を45 1 
円とみな る

3) 

(3) 浅間ハイランド

山林（原野）又は別荘宅地の固俎 40 I 7.5 
資産税評価額が 1玉当たり 18円

える地域（※固定資産税評イi
額が 1nf当たり 35 7円以卜のも
のについてはその評価額を 35 7 

円とみなして右の倍率を適用する

。)

(4) L記以外の地域

イ 山林（原野）又は別荘宅地の固団 10 I 6.1 
資産税評価額が 1nf当たり 18円
を超える地域（※固定資産税評11

1 n1当たり 20 1円以上のも
のについてはその評価額を 20 1 

円とみなじて右の倍率を適用する

D) 

-,q1 7. 511：ド 7.5 

―＇中 6.1|中 6.4 

ロ ト．記以外の地域

6 立野

30 I 1. 1 I純 8. 13飩 6.4飩 5.0 

(1) 山林（原野）又は別荘宅地の固定罰 40 I 7. o 
産税評価額が 1nや片たり 18円を

える地域（※固定資産税評価額が 1

叶当たり 26 3円以上のものにつし

てはその評価額を 26 3円とみな

て右の倍率を適用する。）

(2)上記以外の地域

中 7.01中 7.0

30 I 1. 1 I純 8.3飩 13飩 7.9飩 5.0 

7 城山、 トノ原

(1) 山林（原野）又は別荘宅地の固定資 40 I 6. 7 
産税評価額が ll廿升たり l8円を＇．

える地域（※固定資産税評価額が 1
rrf当たり 27 2日以上のものにつし
てはその評価額を 27 2円とみな
て右の倍率を適川ずる。）

(2)上記以外の地域

―，中 6.7|中 6.7 

30 I 1. 1 I純 8. 11飩 7.9靴 5.0 

8
 



令和 倍 表 10頁

適 用 地域

叫鎌原 (1)寿産業分譲地

山林（原野）又は別荘宅地の固'.JEI40 I 7.1 

資産税評価額が I1廿当たり I8円

を超える地域（※

1 nf当たり 26 9円以上のも
のについてはその評価額を 26 9 
円とみなして右の倍率を適II]する

―，中 7.I|中 7.I 

(2) 

山林 又は別荘宅地の固」 40I 5. 7 ー中 Pi.7中 5.

資庄税評価額が 1出

（※固

額が 1ni当 り17 5円以上のも
のにつし の評価額を L7 5 

円とみなして右の倍率を適用する

?) 

(3)上記以外の地域

イ 山林（原野）又は別荘宅地の同」 40I 4. 5 ー中 4.5中 4.5 

える地

額が 1

のにつし

円と

0) 

ロ 上記以外の地域 30 I 1. 2純 8.3しUl3[i1[7 9しU5. 0 

， 柏木塚
(1) 山林（原野）又は別荘宅地の固定到 40 1 5. 71 -| — I中 5.叶中 5. 7 
産税評価額が 1吋当たり 18円を4~

える地域（※固定資店税評価額が 1
り185f'4以上のものにつし

てはその評価額を 18 5円とみな

て右の倍率を適用する。）

（2) t人記以外の地域 30 I 1. 2純 8.』沌 13し屯 7.9し5. 0 
1 0 板橋原

(1)西武不動産の管理している地域

山林（原野）又は別荘宅地の固J40 I 6. 5 ＂ー中 6.5中 6.5 

資産税評価額が 1l廿当たり 18円
を超える地域（※固定資産税評

額が lr企当 り259円以上のも
のについてはその評価額を 25 9 

とみなして右の



令和 倍 表 11 

適 用 地域

叫鎌原

（2)紀州鉄道分譲地

山林（原野）又は別荘宅地の固tE110 I 6.6 
資産税評価額が 1団当たり 18円

る地域（※固定資産税評

l m'当たり 27 2円以 r．のも
のについてはその評価額を27 2 
円とみなして右の倍率を適用する

。）

(3)上記以外の地域

イ 山林（原野）又は別荘宅地の園定 40 I 6. o 
1 

※ 

額が 1直当たり 2l 5円以上のも

のについてはその評価額を 21 5 

円とみなして右の倍率を適用する

，） 

中 6.61中 6.6

ロ 上記以外の地域

l l 向林、

山林（原野）又は別荘宅地の固赳 40 I 7. 2 
資産税評価額が l1丘当たり 18円

を超える地域（※固定資産税評

額が 1五当たり 37 0円以上のも
のについてはその評価額を37 0 
円とみなして右の倍率を適用する

―＇中 6.0|中 6.0

30 I 1. 2 I純 8.3飩 13飩 7.9飩 5.0 

(1) 山林（原野）又は別荘宅地の固定渕 40 | 7.0 | -| -I中 7.01中 7.0
産悦評価額が 1nf当たり 18円を
える地域（※固定資産税評価額が 1

り26 3円以卜｀のものにつし

の評価額を 263円とみなしI

） 

(2)上記以外の地域 I so I 1. 1 I純 8.3飩 13飩 7.2飩 4.4

1 2 大畑

(1)大蔵屋開発分譲地（プリンスランド

） 

―＇中 7.2|中 7.2 

。)

(2)）ゞ畑緑ヶ丘地区（青策湖より北側

び西側の地域）
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適 用 地 域 1借訊

害I ％ 

叫鎌原 山林（原野）又は別荘宅地の固赳 40

資産税評価額が 1五当 り18円
える地域（※固定資韮税評

額が II廿当 り28 5円以上のも
のについて の評価額を28 5 
円とみな る

3) 

(3)嬬恋の森

山林（原野）又は別荘宅地の固俎 40 I 7.3 
資産税評価額が 1玉当たり 18円

える地域（※固定資産税評イi
額が 1nf当たり 33 6円以卜のも
のについてはその評価額を 33 6 
円とみなして右の倍率を適用する

。)

(4) L記以外の地域

イ 山林（原野）又は別荘宅地の固団 10 I 6. 3 
資産税評価額が 1nf当たり 18円
を超える地域（※固定資産税評11

1 n1当たり 264円以上のも
のについてはその評価額を 264
円とみなじて右の倍率を適用する

D) 

-,q1 7. 311：ド 7.3 

ー中 6.31中 6.3

ロ ト．記以外の地域 30 I 1. 1 I純 8.

1 3 

(1) 四季リフ

山林（原野）又は別荘宅地の固定 40 I 6. 5 
資産税評価額が 1ni当たり 18円
を超える地域（※固定資）半税評1i
額が 1団当たり 259円以上のも
のについてはその評価額を 25 9 

円とみなして右の倍率を適用する

,） 

(2)上記以外の地域

イ 山林（原野）又は別荘宅地の固俎 40 | 3.7 
姿産税評価額が 1ni当たり 18円
を超える地域

額が 1nf当たり 14 5円以上のも
のについてはその評価額を 14 5 

円とみなして右の倍率を適用する

13飩 6.4飩 5.0 

―，中 6.5|中 6.5 

ー中 3.叶中 3書 7
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適 用 地 域

叫鎌原 ロ 上記以外の地域

1 11 四

借肌栓

中1/ ff ゴロ

％ 

30 

(1) 山林（原野）又は別荘宅地の固定潤 10 I 6.8 
産税評価額が 1ば当たり 18円を

える地域（※固定資産税評価額が 1

り25 9円以卜＊のものにつし

てはその評価額を 25 9円とみなし
て右の倍率を適用する。）

中 6.8I中 6.81 

(2) 上記以外の地域

1 5 笹塚

30 

(1) 山林（原野）又は別荘宅地の固定刻 40 I 6.4 
産税評価額が 1団当たり 18円をlム
える地域（※固定資産税評価額が 1
直当たり 27 5円以上のものにつし

てはその評価額を 27 5円とみな

て右の倍率を適用する。）

(2) 上記以外の地域

1 6 中原

(1) -

ロ 上記以外の地域

1 7 柏木原、中後原

30 I 1. 1 I糸1i8.3椒ti 13脈屯 7.9椋屯 5. 0 

山林（原野）又は別荘宅地の固定 10 I 6. 7 
1直当たり 18円

を超える地域（※固定資韮税評11

額が 1rrf当たり 266円以卜のも
のについてはその評価額を 26 6 
円とみなして右の倍率を適用する

0) 

(2)上記以外の地域

イ 山林（原野）又は別荘宅地の固定 40 I 6. 8 
資産税評価額が 1rd当たり 18円
を超える地域（※固定資産税評価

額が 1nf当たり 259円以上のも
のについてはその評価額を 25 9 

円とみなして右の倍率を適用する

―，中 6.7|中 6.7 

中 6.81中 6.8 

30 I L 1 I純 8倉 3飩 13飩 7鴫 9飩 5書。
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借肌栓

工犀蘊
％ 

(1) 山林（原野）又は別荘宅地の固定到 40 I 6.2 

1 m'当たり 18円
える地域（※固定資産税評価額が 1
nf当たり 32 2円以上のものにつし
の評価額を 32 2円とみなし

） 

適 用 地 域

惰

叫鎌原

(2) 卜．記以外の地域

I 8 広川原

(1) 山林（原野）又は別荘宅地の

産税評価額が 1直当たり 18円

える地域（※

たり 13 4円以ヒのもの
てはその評価額を 13 4日と

て右の倍率を逝用する。）

(2) 上記以外の地域

I 9 1.記以外の地域

(2) 

(3)上記以外の地域

衷業振巽地域内の農用地区域

ー

1 4 4号線沿

144号線沿

2 上記以外の地域

上記以外の地域

1 国道 14 4号線沿

2 日．記以外の地域

「武業振興地域内の農用地区域

1 国泊 14 4号線沿、

主要地方道東御・嬬恋線沿、

村道田代中央線沿

2 上記以外の地域

上記以外の地域

1 吾妻山

30 | l. 1 1純 8.3飩 1a飩 7.9飩 5.

40 I 5. 2 I -I -1q1 5. 211：ド 5.2 

30 I L 1 I純 8.3飩 13飩 7.9峠 5.0 

(1) 浅問・白根火山1レート（有料道路)|30 1 1. 1 1中＆ 3|中 1叶中 9.81中 7.9

沿

田代

30 I 1. 1 I中 7.31中 13|中，． 8|中 7、9

30 I 1. 1 I純 4、8飩 8.9飩 5.7飩 3.9 

7. 4 

30 I 1. 1 I中 5.01中川中 7.91中 7.9 

30 I 1. 1 I純 3.7飩 7.2飩 5.6飩 5.1 
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％ 叫 惰

(1) 山林（原野）又は別荘宅地の固定到 40 6.5 

l m'当 り18円
える地域（※ 1 
nf当 り25 8円以上のものにつし
の評価額を 258円と し

） 

(2) 卜．記以外の地域

イ 主要地方道東御・嬬恋線沿 40 1. l 中 14中 6.2中 5.

ロ 国直 14 4砂線沿、 30 1. 1 ー I::I::I

田代中央線沿

ハ ト記以外の地域 I 30 1.1 

2 上記以外の地域

(1)主要地方道東御・嬬恋線沿 40 1.1 中 14 中 6.2中 5.6 

(2) 1 4 4 30 1. 1 中 14 中 9.4中 9.4

村道田代中央線沿

(3)上記以外の地域 I 30 1.1 

全域 30 

ほI干俣 1万座温泉 40 1. 1純 5、1

上記以外の地域 I 30 

哀業振魏地域内の農用地区域

1 144号線沿、

村遥三原中央線沿

2 上記以外の地域

記以外の地域

1 国道 14 4号線沿、 30 1.1中 6.0中 16中 11中 11 

村道三原中央線沿

2 上記以外の地域 30 I 1. 1 純 4. 4k 11し屯 5.0し應 5. 0 


